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研究成果の概要（和文）：「被害」の観念は、実は文化によって異なるいわば文化的に構成された概念と言え
る。被害が生じたと考える際、何が被害の内容を構成しているのか、その理解をもたらした文化的要因は何か、
それに伴う責任を人々はどのように認識していくのか、これらは文化によっても、状況によっても、個人によっ
ても微妙に異なってくる。しかもやはり文化的構成物である法や裁判は、この「被害者」の認識に強く影響する
と共に、逆に被害者の認識によって揺らいでいくこともある。本研究では，こうした法言説と、人々の被害、責
任認知の相互関係について、医療事故や震災等を素材に検討しそのメカニズムを検証したものである。

研究成果の概要（英文）：The perception of injury is nothing but a culturally constracted conception.
  When people feelinjury happens to them, what cultural elements construct their injury perception, 
cause of it and responsibility emerged from the incident are examined closely based on qualitative 
data of medical malpractice victims and physicians.  This construction of meaning of injury differs 
depending on the person's gender, age, nationality and occupations.  This research examined this 
construction process based on social constructionist perspective.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、David Engel および  M. 
Maccan らアメリカの指導的法社会学者に
よる Injury asCultural Practice と名付けら
れた国際共同研究プロジェクトのメンバー
であり、一方で理論枠組みを構成する議論を
実施しつつ、各メンバーがそれぞれの領域で
個人研究を実施し持ち寄る形での研究であ
り、本研究はこの一環である。アメリカ法社
会学会年次大会時などで既に準備的会合を
もっているほか、日常的に電子メールで議論
を行っていた。被害から請求が生成していく
過程については、Sarat や  Felstiner の 
Naming, Blaming,Claiming モデルが広く
知られている。「被害「の認識を文化的言説
に支配された実践過程として通文化的な比
較研究を試みるのが、上記プロジェクトであ
り、本研究はそのサブプロジェクトとして
「日本における被害と法の文化的実践」につ
いて検証しようとするものであった。 
 
２．研究の目的 
 人身被害が発生した場合、その被害に対し、
いかなる意味を付与し、何に原因ないし責任
を求めていくかは、すぐれて文化的な実践で
あると言える。これについては、法社会学の
領域では、Austin Sarat や Felstiner による
Naming, Blaming, Claiming モデルが、有
益な基本枠組みとしての示唆を与えてくれ
るが、申請者および David Engel らの試み
は、この Naming, Blaming, Claiming の過
程について、社会構成主義的ナラティヴ・ア
プローチを採りつつ、文化的な 実践過程と
して比較検証を試みようとするものである。 
具体的には、１）医療事故と、２）東日本
大震災に関わって生じた多様な人身被害 
（幼稚園児死亡事案など）を中心に、さらに
は３）人身被害を超えた原発による「被害」
一般についても比較検討のため対象とし、当
事者への面接調査を通じて、１）我が国にお
ける被害の文化的意味構築の特質と、２）そ
れがもたらす法制度との接触の意味構築、
３）法制度（法システム運用者）側の被害を
めぐる意味構築過程を明らかにしようとす
るものである。その成果は、Engelらが米国
やタイで実施予定の研究との比較研究へと
展開することが予定されている。 
本研究における「被害と法の文化的実践」
は、次の 3 つの部分から構成されるが、それ
は我が国司法が直面する司法の社会的機能
をめぐる課題をも背景としている。 
１）「被害」と「責任」の概念が、どのよう
な文化的言説に影響されつつ構成されてい
くかについての検証。これは、「被害認知の
構成」「帰責認知の構成」にかかわる文化的
実践の検証として、本研究の基盤をなす。 
２）法システムとの接触の意味と態様の検証。
要求の表出行動が法システムないし代替シ
ステムに対してなされる際に、被害者が構成
している「法制度の意味」の検証を試みる。 

３）さらに、そうした意味付与に直面した法
システムの側（裁判所の判決行動、弁護士の
相談行動等）が、法の意味をいかに変容、再
構築していくかについての検証を行う。 
本研究は、このように理論的には国際的協働
のなかで比較可能性を担保しつつ、医療崩壊
への影響や原発被害をめぐる今までにない
補償概念の構築など、我が国司法が直面する
課題領域で展開することにより、理論的かつ
社会的寄与も視野に収めた研究として構成
し企画したものである。 
 
３．研究の方法 
①「被害」「責任」に関する認知科学、心理
学、社会学等の文献、②医療事故に関する司
法の意義と限界を理論的・実証的に分析した
文献、③震災時事故、原発事故に関する多様
な先行研究や調査データの収集と分析、④米
国、タイなど国際研究プロジェクト参加の国
研究者との中間的知見の交換、などを通して
理論枠組みを構成し、それに適合的な調査の
デザインと準備を行った。 
 その上で、質的データの収集のための調査
を実施した。調査については、具体的には次
のような形で実施した。医療事故領域では、
医療事故被害者のみならず、可能な限り事故
に関わった医療者側へのインタビューを実
施し、「被害」「責任」の観念がいかに構築さ
れていくか、そこに影響した言説的枠組みお
よび社会的条件を確認した。原発事故につい
ては、やはり多くの被害者にインタビューを
行うとともに、相談に応対した弁護士へのイ
ンタビューも行った。 
 これらの実証調査を踏まえ、次の諸点につ
き成果をまとめ、論文、学会発表などの形で
公表してきた。① 「被害」「責任」「要求表
出」をめぐるナラティヴ・アプローチに基づ
く法社会学的論の枠組みの構築。とりわけ、
個人の具体的語りと、被害者コミュニティに
おける「被害」「責任」の支配的ナラティヴ、
そして社会で概ね共有された一般的範型的
ナラティヴの諸次元の各構造と交錯・変容過
程をモデルとして抽出する。② 被害者側が
構築する「被害」「責任」の意味に直面して、
法曹、および法制度側の「被害」「責任」を
めぐる意味がいかに変容、再構築されるかに
つき、上記と同じアプローチで、その意見を
まとめる。③ 以上の成果を、国内外の学会
で公表するほか、論文として発表を行った。 
 
４．研究成果 
  医療事故当事者を中心とするインタビ
ューデータおよび対照群としての一般人の
データを次の様な枠組みで分析してきた。
１）一般に「被害」「責任」「要求」の語りが
いかにカテゴライズされているかを検証し、
社会で共有された支配的ナラティブの構造
を検討した。一定の共有制はある者の、それ
らが階層やジェンダーなどいくつかの要因
に即して変移する子とも明らかとなった。



２）次に実際に被害に直面した当事者が、子
の一般的支配的言説概念を超えて、それら観
念をいかに再構築していくか、そこにまた、
法や判決を含む共有された支配的的言説の
物語が作用しているかを検討した。３）さら
に法や判決の言説が、逆にそうした一般的な
支配言説と、ここの当事者の個別的語りの構
成をいかに取り込み、変容し、また抑圧する
かについて、判決の文言などを素材に検討し
た。これらを検討を通して、法と社会内で共
有された言説の相互循環過程と、その過程の
行方に関して、ひとつの、時には大きな変動
要因として、時には一般的意味構築解消され
てしまう，個人的経験の語りの関係を見極め
てくことができた。 
 これらの分析結果を踏まえ、次の諸点につ
き成果をまとめ、論文、学会発表などの形で
公表してきた。① 「被害」「責任」「要求表
出」をめぐるナラティヴ・アプローチに基づ
く法社会学的論の枠組みの構築。とりわけ、
個人の具体的語りと、被害者コミュニティに
おける「被害」「責任」の支配的ナラティヴ、
そして社会で概ね共有された一般的範型的
ナラティヴの諸次元の各構造と交錯・変容過
程をモデルとして抽出する。② 被害者側が
構築する「被害」「責任」の意味に直面して、
法曹、および法制度側の「被害」「責任」を
めぐる意味がいかに変容、再構築されるかに
つき、上記と同じアプローチで、その意見を
まとめる。③ 以上の成果を、国内外の学会
で公表するほか、論文として発表を行った。 
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